
物性研究42-5(1984-8)

科研費研究会報告

強い相関をもつゆらぎの統計物理学

(第 2回 )

昭和58年度 文部省科学研究費 総合研究A

研 究 会 報 告 書

課 題 番 号 57340022



科研費総合A ｢強い関係 を もつゆ ら

ぎの統計物理学 ｣第 2回研究会報告

研究代表者 九大理 川 崎 恭 治

上記科研班の第二年 目に当 り､班活動の一環 としての研究会を昭和 58年 11月

24日より26日まで伊豆稲取保養所に於て実施 した｡ 今回は昨年の湯田研究会に

欠席 された分担者及び班外の方々を招いてシンポジウム形式で行 った｡ゆらぎの統

計物理学の一つの重要な問題 としてその幾何学的側面があり､今回はそこに焦点を

あてた｡数名の参加者の方々より､大変興味深い研究会であったとの言葉をいただ

いた｡これが外交辞礼でない事を信じここでとり上げられた分野の今後の発展を期

待したい｡

この研究会会場の雑務は宮下精二氏及び鈴木研の院生､又事務は大田隆夫氏が夫

々当られた｡ ここに感謝の意を表したい｡
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は じめに

液体 の転位模型

線状欠陥のある系の幾何学 と波動

コンピューターガラス転移

競合相互作用 を もつ 2次元 イジングモデル

ゆ らぎによる磁性体 の周期構造の くずれ

n-ベ ク トル模型の対相関関数に対す る方程

式

不整合 ･整合相転移

確率解析 と関連する諸問題

生物 モデル と反応拡散系

不安定な周期構造の フェイズダイナ ミックス

固休表面 におけるパ ターン形式

結晶の成長機構 と成長形

ランダムな成長 パ ターン

コメン ト

秩序形成 におけるスケー リング則及 び トポロジ

カルな乱れにおける相似則 とフラクタル

クラスター成長における intemlittenceeffect


